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１．研究計画の概要 
ユーラシアのポスト社会主義諸国は、20世

紀中に２度の体制変化、すなわち「社会主義」
化と社会主義から民主化・市場経済化への
「移行」を経験した。社会主義は、歴史・文
化・自然背景の多様な広大なユーラシアにお
いて、壮大な統一イデオロギーのもとで展開
された「もうひとつのグローバリゼーショ
ン」であったと申請者は考える。本研究はこ
の視点から社会主義／ポスト社会主義の時
代を捉え直し、その地域的・文化的な多様性
と普遍性を解明することを目指す。具体的に
は、ポスト社会主義ユーラシアにおけるモノ
の生産・流通・利用およびモノの所有関係に
関する諸個人の経験と認識について微視的
な視点から検討する。そのことを通して、ポ
スト社会主義という歴史的状況が各地域の
社会と文化にどのような影響を与えたのか、
そしてまた、社会主義と移行の理念と実践が
いかにローカライズされてきたのかを明ら
かにする。 
 
２．研究の進捗状況 
ポスト社会主義ユーラシアの遊動生活者

にとっての財とその所有をめぐる経験と認
識について、貴金属と家畜に焦点をあてて
検討する初年度には、モンゴル国の鍛冶師
の技術と経営戦術研究の本格的なフィール
ドワークを開始し、カザフスタンと中国内
蒙古自治区で予備調査をし、得られた資料
の分析・整理を実施した。モンゴル国では
貴金属装身具小売店の仕入先と、鍛冶師ら
の技術習得過程を聞き込み、伝統的な鍛金

技法による指輪制作の映像記録を撮った。
内蒙古では、漢化の影響でモンゴル的な銀
製品の知識と製作技術の喪失状況と、モン
ゴル国からの鍛冶師の出稼ぎを発見した。
カザフスタンでは伝統的な銀製品と装身具
についての文献を収集した。以上は、社会
主義／ポスト社会主義の時代とその地域
的・文化的な多様性と普遍性を探る試みの
第一歩である。 

2 年目は前年度の調査データの分析・整
理と発表をおこなった。主に、モンゴル国
の銀鍛冶師による伝統的な技法での指輪づ
くり記録を映像人類学的な映像民族誌とし
て解釈、編集し、数度の学会（5 月、京都
大学）等で発表し、伝統工芸を研究する意
味を考察した。これまでの研究成果を総括
した単著『現代モンゴル遊牧民の民族誌』
も発表した。多分野の読者を想定した論文
の再構成作業を通してモンゴル地域と牧畜
という生業の特性を再発見した。このさい
研究成果の公開における写真資料利用の重
要性を痛感し映像・写真資料を整理した。 
3 年目の平成 21 年度には、ポスト社会主義

社会におけるモノの生産、利用のあり方を相
対化するために、ユーラシアにおける考古学
の成果を博物館収蔵資料と文献で把握する
とともに、現代日本の物づくりの現場をフィ
ールドワークすることで伝統的な技術の継
承と革新について考察した。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 (理由) 
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2009 年 5 月に交通事故に遭い、後遺症のむ
ち打ち症のため 2009 年度は週 3 回程度通院
しており、今日に至るまで通院を続けていま
す。このため、3 年目は本格的な調査研究が
おこなえなかったため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
個別の社会における人とモノとの関係の

変化を探るため、モノに対する認識や行為に
関するジェンダー、文化差、国家相違を比較
検討する。とくに社会主義の前／中／後での
変化に注目して、モノの生産・利用・価値づ
けについて歴史的に考察する。 
研究方法の中心はフィールドワークと文

献研究である。これまで調査してきた地域で
銀等貴金属製品の生産組織や経営体制と、利
用と継承の時代変化に関するデータ収集を
継続する。また、移行期社会のチェコ、スロ
バキア、ルーマニア等でガラス製品の家内制
手工業生産の調査を開始する。加えて、金銀
製品やビーズの生産が一度も国家に統制さ
れず、簡易技術の小規模経営で続けられてい
る例としてトルコ、ガーナ、カメルーンを調
査予定。日本国内では、世界的や工業技術集
積地である東京や大阪での、家内制手工業や
伝統工芸に注目する。とくに手工業の流通を
支える地域経済と、伝統技術と工業的な生産
様式との接合のしかたについて調査する。伝
統工芸は消滅とブランド化の二極化が進む。
一方「ご用聞き」の実践など人間関係を基盤
とした地域の社会関係に埋め込まれた物づ
くりのあり方とその現代的な意味について
解明したい。 
分析方法は、銀装飾品の加工などの精緻な

技術を分析するため観察と映像記録を重視
する。映像分析には科学的映像記録の技術と
その背景理論の習得が不可欠である。また金
属加工や装身具の製作技術に関する科学知
識と実践技術を習得したうえで、地域や個人
のバリエーションを抽出する。 
成果発表は『文化人類学研究』『季刊民族

学』への投寄稿、学会、映画祭への映像作品
の出品を予定している。 
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